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5ジ ェネ レイ シ ョナ ル ・サ イ ク ル
ー 先行世代との円環 ・後続世代との円環一
西平 直
「ジ ェネ レイ シ ョナル ・サ イ クル」 とは、簡 単 に言 えば 、「い の ちのバ トン リレー」の こ
い の ち
とです 。親 か らも らっ た生命 を、次 の代 に手渡 して ゆ く。 そ うした 「い の ちのバ トン リレ
ー 」 の 中に、 〈子 どもを育て る〉 とい うこ とがあ り、 〈親 を介護 す る〉 とい うこ とが あ りま
す。 そ していず れ は 自分 自身 が 〈介護 され る側 〉 に回 ります 。 そ うした 「サ イ クル 」 を、
E・H・ エ リク ソン とい う思想 家 は、 「ジ ェネ レイ シ ョナル ・サイ クルgenerationalcycle」
と呼び ま した。直訳 すれ ば 「世 代 的な 円環」。世 代 か ら世 代へ と継 続 して ゆ く関係 を大 き な
サ イ クル と して理解 しよ うとい う試み です 。
エ リク ソン とい う人 は 「アイデ ンテ ィテ ィ」や 「ライ フサイ クル 」 とい う言 葉 で知 られ
る(精 神 分 析 か ら出発 した)思 想 家 です が、実 はそ うした 「ア イデ ンテ ィテ ィ」や 「ライ
フサイ クル 」 が よ り大 きな 「ジェネ レイ シ ョナ ル ・サ イ クル 」 の 中の 出来事 で あ るこ とを
強調 して いた のです 。
1ジ ェネ レイ シ ョナル ・サ イ クル とは何 か
エ リクソンは 『老年期』 とい う本 の中でこんな話 を紹介 しています(Erikson,1986)。
自分たちの子育ての経験 を回想す る老夫婦。老夫婦 はまず、 自分の子 どもたちについて語
ります。 〈今 は親 になっている子 どもたち〉 の子育てが成功 しているか どうか。そこから、
自分たちの子育てが成功 したのか どうか語 り合います。そ して、そこか ら思い返す仕方で、
今度は、 自分が子 どもだった頃のことを語 り出 します。子 どもの頃 どんなふ うに育てられ
ていたか。父親が怒 るとどんなに怖かったか。
とい うことは、ここには四つの世代が登場 していることにな ります。〈孫の世代〉、〈子 ど
もの世代〉、〈自分 の世代〉、〈その親の世代〉。やや こしいですが、子 どもの世代が孫 の世代
を育てるのを見ながら、自分たちが子 どもたちをどう育ててきたかを思い起 こし、 さらに
今度は、 自分たちが昔々子 どもであった時、その両親か らどの ように育て られたかを思い
起 こす。互いにかみ合 う四つの世代 の歯車。エ リクソンは、そ うした 〈育て一育て られ る〉
関係 の織物の中で、人の人生 を見 よ うとしていたのです(図1)。
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と ころで、エ リク ソンの話 は、親子 関係 を中心 と してい ます が、 しか しそ こに限定 され
るわ けで はあ りませ ん。 よ り広 く、世 代 と世代 の 関係 につ いて 見 よ うとして い るの です 。
例 えば、ひ とつ の芸 風 を継 承 す る師 匠 と弟 子 の 関係 。 あ るい は、伝 統 を守 ろ うとす る大人
の世代 と時代 に即 した変 革 を求 め る若 者 との 関係。 それ らをすべ て 、世代 と世 代 の 関係 と
い う意 味 にお いて 「ジ ェネ レイ シ ョナ ル ・サイ クル 」 の 問題 として捉 えてい るのです。
そ こでエ リク ソンは 「世 代 か ら世代 へ(fromgenerationtogeneration)」とい う言葉 も
しば しば使 い ます。 しか しそ こに は二 つ の対 立す る意 味が含 まれ て い る こ とに な ります 。
ヘ ヘ ヘ へ
ひ とつは、伝統の存続 ・継承。前世代か ら受 け継いできたものを確実に次の世代へ手渡
してゆくことです。例えば、前の世代が確立 した芸能(わ ざ)を 正確 に受 け継 ぎ、絶や さ
ぬよ うに、次の世代に伝 えてゆくことです。
ヘ ヘ ヘ へ
他方で、この 「世代か ら世代へ」 とい う言葉 には、生成 ・変革 の可能性 も含 まれていま
す。 同 じことの繰 り返 しではなくて、時代が変わる中で伝統 も変化す る(リ ニューアルす
る)。前世代 とは異なる仕方で新 しい世代が創造す る。つま り、変化す ることによって初 め
て生命体が保 たれるとい う、社会の新陳代謝の意味です。
実は、こうした理解に対 して、「新たな創造」などとい うことは極めて稀 なことであって
凡人には縁遠 い、 とい う批判があ ります。そ して実際、私たちの場合 は、保存 ・継承が土
台 になっていて、その先に ごく例外的に 「新たな創造」の可能性が残 されているとい う方
が、実感 に近いよ うに思われます。それに対 して、エ リクソンの場合 は、新天地アメ リカ
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に移住 し、 しかも大きな社会変革の時代を生きた こともあって(例 えば市民権運動、学生
運動)、どちらか と云えば、前世代 と異なる仕方で新たに創造す る側面を強調す る傾 向が強
いのかもしれませ ん。 この点は、いずれまた、問題にな ります。
2ジ ェネラ テ ィヴ ィテ ィ ー ジ ェネ レイ シ ョナル ・サ イクル の 中の ジ ェネ ラテ ィヴ ィテ ィ
さて、似 た言葉 でやや こ しい のです が 、今 度 は 「ジ ェネ ラテ ィ ヴィテ ィgenerativity」
とい う言葉 を見 る ことに します。 エ リク ソンは この言葉 に よって成人 期 に特徴 的 な課題 を
示 そ うと しま した。
この言葉 は 、名 詞 「generation(世代)」 や 形容詞 「generative(生殖 力 のあ る、生 成
的 な)」か らエ リク ソンが作 りだ した造 語 です。訳語 につ い ては 、例 え ば、「生殖 性 」「世 代
継承 性 」 「生 成継 承性 」 「次世 代育 成力 」 な ど、様 々な 工夫 が あ りま した が、 いずれ も一 長
一短 。 結局 、今 日では 「ジ ェネ ラテ ィ ヴィテ ィ」 とカ タカナ の まま表 記 され る こ とにな り
ヘ へ
ま した(な お、小 さなことですが、カタカナ表記 として 「ジェネ レイティヴィティ」も可能ですが、
generativeが「ジェナラティヴ」 と軟 らかく発音されることもあり、日本語の音 としては 「ジェネラテ
ィヴィティ」の方が馴染みやすいと考えています)。
と ころで、先 に見 た 「ジ ェネ レイ シ ョナル ・サイ クル 」 の問題 は 、実 は従来 、 この 「ジ
ェネ ラテ ィ ヴィテ ィ」 の話 に回収(還 元)さ れ て語 られ て しま うこ とが多 か った のです 。
つ ま り成 人期 の課 題 と して のみ 、理解 され て きた とい うわ けです 。
しか し 「い の ちのバ トン リ レー 」 は成人期 だ けの問題 で は あ りませ ん。 む しろ視 野 の広
が りとしては 、ジ ェネ レイ シ ョナ ル ・サイ クル の方 が格 段 に大 きい のです 。 いわ ば 「ジ ェ
ネ レイ シ ョナル ・サ イ クル 」 とい う大 きな織 物 の 中に 、個人 の ライ フサイ クル が埋 め込 ま
れ てお り、そ の ライ フサ イ クル の特定 の 時期(第 七 ス テー ジ)に ジ ェネ ラテ ィヴィテ ィの
危機 が現れ る とい う関係 な のです 。そ してそ う理解 してみれ ば 、確 か に、成人 期(第 七 ス
テ ー ジ)が 、 この 「ジ ェネ レイ シ ョナ ル ・サイ クル 」 の問題 に対 して最 も負担 を大 き く感
じる時 期 であ る とい うわけ です。
エ リク ソンは 「ジ ェネ ラテ ィ ヴィテ ィの危 機 」 とい うこ とを言 い ま した。 では いか な る
意 味 で危 機 な のか とい えば 、二つ の場 面 、一つ は 「育 て る」 場面 、 も う一 つ は 「手 放す 」
場 面 なの です。 今 か ら見て ゆ くよ うに、前者 が 「愛 情 を注 ぐこ とattachment」、後 者 が、
愛 情 を込 めて育 て た ものへ の 「執着 を手放す こ とdetachment」。そ の両者 の複 雑 な絡み 合
った 関係 が 「ジ ェネ ラテ ィ ヴィテ ィの危機 」なの です。少 し立 ち入 ってみ る こ とに します。
(1)「育てる」場面で体験されるジェネラテ ィヴィテ ィの危機
「次世代 を育てる」 といいます。 しか しなぜ人は 「育て る」 ようになるので しょうか。
82
時期 が来ると本能 によって育てることが可能になるので しょうか。仮 にそ うであった とし
ても、例 えば、幼児期 のつ らい体験が、その 「本能」を狂わせ ることはないので しょうか。
エ リクソンはこんな風に問題 を設定 します。子 どもの頃、親か ら愛 され る経験を持つ こ
とが出来なかった人は、ジェネラティヴィティの獲得が困難であるのか。
そ して この問いの延長上に、私たちは 「虐待の連鎖」 とい う(し ば しば必要以上に誇張
して取 り上げ られ てしま う)悲 しい問題 を連想 します。子 どもの頃に親 か ら虐待 された経
験 を持つ人たちが、自分の子 どもに虐待を繰 り返 して しま うとい うケースをどう理解 した
らよいか。
その体験者 たちは語 ります。・・愛情を注 ぐことができない。自分は愛 されてこなかった
のに親 として子 どもに愛情を注がなければな らない。親 として愛情を注がなければならな
い とい う状況が、それまで忘れていた 〈自分は愛 されていなかった〉 とい う心の傷 を呼び
起 こして しま う。そ して追い詰 められ気 が付いた ら同 じことを繰 り返 している。あるいは、
気が付かない うちに自分 自身 を 〈同 じことを繰 り返す状況〉 に追い込んで しま う ・・。
それは 「不幸の連鎖」のような世代 間の行動伝播。「復讐の連鎖」とで も呼びた くな るよ
うな悲 しい繰 り返 しです。 では、私たちはそ うした連鎖 を自分の代で断ち切ることができ
るのでしょうか。〈否定的な過去〉を肯定的に練 り直 し 〈肯定的な遺産〉を次の世代 に手渡
してゆく可能性が、私たちには残 されているので しょうか。
エ リクソンは、そのために必要な 「カ ・強 さ ・資質 ・basicstrength」を 「ジェネ ラテ
ィヴィティ」 と呼んだわけです。
では、いかにして個人の内にジェネ ラテ ィヴィテ ィは育つのか といえば、話は簡単では
あ りませ ん。実はエ リクソンの思想 のすべてがこの一点に集約 されてゆくと言 っても過言
ではないほど、話 は複雑に絡み合っているのですが、 ここでは二点のみ。
ヘ へ
第一は、 「チャー ト(エピジェネティ ック ・チャー ト)」における空欄 の意味です。エ リ
クソンは、人生の経験が、順 に堆積 し積み重なってゆくと考 えています。消えて しまわな
い、地層 のよ うに堆積 してゆく。 とい うことは、幼児期の体験が極めて重要であることに
な ります。 しかしエ リクソンは 「幼児期決定論」には同意 しません。幼児期の体験 によっ
てその後の人生が決まって しま うとは考えないとい うことです。む しろ 「練 り直す」可能
性 を追究 し、そのために 「空欄」 を残すのです。 もちろん 「や り直す」 ことはできないの
です が、 しか し 「練 り直す ・意味づけ直す」 ことはできと考 えるのです。精神分析家 とし
て、エ リクソンは、人が自らの人生を 「語 り直す」 ことによって、過去の体験 を新たに意
味づけ直す可能性 に希望を見ていま した。つま り空欄 は、人生を 「語 り直す」 ことによっ
て 〈否定的な過去を肯定的に練 り直す〉可能性 を示 していたことになるわけです。
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ
第二に、ところが人は、一人ではジェネ ラテ ィヴィティを獲得することができない。エ
リクソンはその点を強調 しま した。必ず誰か 「相手」を必要 とす る。それは友人でも夫婦
で も親子でもよい、 とい うよ り、正確には、人生段階 ごとに必要な相手(重 要な意味を持
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つ他者)が 異なるのです。 いずれにせ よ、そ うした他者 によって支え られ ることな しには
(あるいは少 なくともそ うした相手 との 「や りとり」な しには)、ジェネラティヴィティを
獲得す ることができない とい うことをエ リクソンは強調 したのです。
では、相手次第(他 人まかせ)と い うことなので しょうか。そ うではあ りません。む し
ろ 〈相手 と良い関係を作 るセ ンス〉が求め られています。例 えば、つなが りを作る、励ま
し合 う、場合によっては、〈相手を して私のことを世話せずにはい られな くな るよ うな気持
ヘ ヘ へ
ちに させ て しま うある種の魅力(甘 え上手)〉まで含 めて、他者 とや り取 りす る中で しか、
ジェネ ラテ ィヴィテ ィは育たないとい うわけです。
確 かに、ジェネ レイシ ョナル ・サイクル とい う大きな織物の中で、<否定的な過去 を次世
代に も伝播 して しま う〉不幸の連鎖は、親子関係以外の場面で も起 こりえます。 しか し人
間の内には、その連鎖を自らの代で断 ち切 る可能性 も残 されています。 そ うした 〈否定的
な過去 を肯定的に練 り直す〉可能性 をエ リクソンはジェネラティヴィテ ィと呼んだわけで
す。
(2)「手放す」場面で体験されるジェネラテ ィヴィテ ィの危機
ジェネラティヴィティの危機 のも う一つの場面は 「子離れ」です。 自分が生み育ててき
た ものを自分の手から解き放つ こと。
ど うや らエ リクソンは、こちらの方 をより困難な課題 と考 えていたよ うです。次世代 に
愛情を注 ぐことも十分困難 であるのに、そ うや って自ら生み育てた次世代 を手放 してゆく
ことの困難は、より一層、深刻 な危機 を人 にもた らす、とい うわけです。
エ リク ソンは 「手放す能 力theabilitytoloseoneself」とい う言葉 を使 い ま した
(Erikson,1965)。自分が生み育ててきたものを手放す能力。 あるいは、 自分が創 り出 した
ものを次世代の手にゆだねること。その成果を自分の手元に留めて しまった ら、ジェネ ラ
テ ィヴィテ ィは完 了しませ ん。 自分の創 り出 した成果に執着 しているかぎ り、ジェネラテ
ィヴィティの危機 が継続 して しま う。子離れができて初 めて子育ての仕事が完了す るとい
うわけです。
では、すべての判断を次世代に任せればそれでよいので しょ うか。そんな ことはあ りま
せん。変えてはな らない原則があ ります。た とえ新世代が刷新を望むとして も、守 らなけ
ればならない価値 があ ります。
そ こで対立が生 じ、そ してま さにその対立の中で、あ らためて、親世代の生 き方が問い
直 され ることにな ります。本 当に守 り通す ことが必要なのか。 自分たちが前の代(先 行世
代)か ら受 け継いできた価値 は本 当にすべて守 り通すべきなのか。その危機(分岐点)が、
ジェネ ラテ ィヴィテ ィの危機なのです。
そ して、面 白い ことに、実はその危機 が、次世代(若 者世代)に とっては、アイデンテ
ィティの危機 として体験 されます。前世代(親 世代)と の対立を通 して 自分の立場 を掴み
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取ってゆ く。まさに 自己確 立のための闘いです。とい うことは、〈若者世代に とってのアイ
デ ンテ ィテ ィの危機〉が 〈大人世代 にとってのジェネラティヴィティの危機〉と噛み合い、
あるいは、〈若者世代がアイデ ンテ ィテ ィの危機 を乗 り越 えようと努力す る〉のと同 じだけ、
〈大人世代はジェネ ラテ ィヴィテ ィの危機 を乗 り越 えるための努力〉 を必要 とする とい う
わけです。
考えてみれば、成人期は、自分の創 り出 した成果に愛着を持つ(持 た ざるを得ない)時
期です。 しか し愛着は 「執着」にな ります。む しろ 「執着」 と 「愛着」は表裏一体 なので
す(英語のattachmentはその両方の意味で使われます)。必要であると同時に自分を縛 り苦 しめ
ます。ジェネラティヴィティに必要な 「手放す能力theabilitytoloseoneself」とは、ま
さにそ うした 「執着(愛 着)」を手放す能力dettachmentであったわけです。
しか しここでもまた、いかにしてその 「能力」を獲得す ることができるので しょうか。
逆説的ですが、それは、愛着の対象か ら 「引き出 される」 ことによってなのです。手塩 に
かけた子 どもが独立 しよ うとする、まさにその葛藤の中で、手放す能力が引き出 されてゆ
くとい うわけです(独 立 してゆく子 どもとの葛藤が 「リリーサー(解発 因)」になる とい う
ことです)。
愛着な ど持 たなければ葛藤 に苦 しむ こともあ りませ ん。 その代わ り、そ うした葛藤な し
には、執着か ら離れ る 「強 さ」も育ちません。そ して執着から離れる 「強 さ」が育たない
かぎり、ジェネ ラテ ィヴィテ ィの危機が続いて しまいます(愛 着の持てない不全感 と愛着
から逃げ続ける不全感 を背負い続 けることにな ります)。
大人は、 自分 の創 り出 した成果 に執着せ ざるを得ない、にもかかわ らず(あ るいは、だか
らこそ)そ こから離れることが課題 となるとい うことなのです。
こ うして個人のライフサイ クルの中で、成人期 とい う時期は、次世代 との関係の中で様々
な葛藤 を体験す る時期 とい うことにな ります。しか しエ リクソンが語 ったのは、「次世代 を
育てる」 とい う側面に過ぎないのです。実は、ジェネ レイシ ョナル ・サイ クル として考 え
た時には、も う半面、 「前世代 との関係」が残っていることに気が付きます。 「後続世代 と
の関係」に対 して 「先行世代 との関係」 とい うわけです。
3エ リクソンが語 らなかった こと 一 「看取る一看取 られる」の連鎖
エ リクソンは 「ジェネ レイ ショナル ・サイクル」 を 〈育てる一育て られ る〉の連鎖 とし
て考えていま した。それでは 「育てる」務 めを終えた人は、このサイクルか ら離れて しま
うので しょうか。そんなことを考 えていた時、発達心理学者 ・鯨岡峻氏の言葉 に出会いま
した。人の発達 を定義す るために工夫 された見事な言葉。
「育て られる者 から育てる者へ、看取る者 から看取 られ る者へ」[鯨岡2004]。
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人は 「育て られ る者」として人生 を開始 し、成長 して 「育てる者」になる(図2)。 さら
に、先行す る世代を 「看取 る者(介 護す る者)」にな り、いずれ今度は 「看取 られ る者(介




育て られ る(育 てて もらう) → 育てる
↓A
子世代(後 続世代)
図3、 看取 るから看取 られるへ
親世代(先 行世代)
↑B
看取る ⇒ 看取 られ る
↑
子世代(後 続世代)
まず、興味深いのは 「看取 る一看取 られ る」 とい う関係 です。 しかも 「看取 る側」であ
った者が、いずれ 「看取 られ る側へ」 と立場が変容 してゆきます。そ してそのことが 「育
てられ る者か ら育てる者へ」 とい う発達プロセスの延長上に描き出 されています。
そ してそ こか ら見直 してみ る時、エ リクソンには、〈先行す る世代(親世代)へ の関わ り〉
の視点は弱かった ことにな ります。子育ての困難 については語って くれたが、親を看取 る
困難 については、あま り語 って くれなかった とい うわけです。
例 えば、親 の介護。育てて くれた親 を、今度 は、自分が介護する。〈育てられた子〉が今
度は 〈介護する側〉になる。そ う考えてみれば、 「老人介護」の問題は、 〈先行世代 との関
わ り〉のひとつの場面 とい うことにな ります。子 どもの養 育が 〈後続世代への関わ り(A)〉
の典型であるとすれば、老人 の介護は 〈先行世代への関わ り(B)〉の典型 とい うことにな
ります(図4)。
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図4、 現役世代が担 う二つのケア(育 てる ・介護す る)
親世代(先 行世代)へ の関わ り
↑B
育てる ・ 介護す る
↓A
子世代(後 続世代)へ の関わ り
では、 この二つの関わ り(AとB)は 、どこまでパラ レル に考 えることができるので し
ょうか。た とえば、〈親 を看取った ように しか看取 ってもらうことはできない〉とい う話 を
どう考 えたらよいので しょ うか。おそ らくこ うした問題は、子育て以上に一般化す ること
が困難であるよ うに思われますが、今は具体的な事例に即 して検討す ることはできません
から、その代わ り、ジェネ レイシ ョナル ・サイ クルの図表によって初 めて浮き彫 りになっ
て くる問題を少 し整理 してお くことに します。
一、「介護す る一介護 され る」とい う関係 も、ジェネラティヴィティの問題 として考えて
よいのだろ うと思います。確かにエ リクソンは 「ジェネ ラティヴィティ」 を 〈後続世代へ
の関わ り(A)〉について語 ったのですが、 しか し現役世代の課題 として見た時、 〈後続世
代への関わ り(A)〉と 〈先行世代への関わ り(B)〉は、ともに成人期 において果たすべ き
課題 として共通 した 「力 ・能力 ・資質」を必要 とす ると思われます。
二、「育て る一育て られ る」が実は一方的ではなく、相互関係的(育 てることによって育
て られ る)とすれ ば、「介護する一介護 され る」も何 らか相互的である可能性が出てきます。
「介護する」ことによって 「介護 されている」。あるいは、人は 「介護する」ことによって
成長す る(発達す る ・新 しいステージに移 る)。この問題 は、今はこれ以上考えることがで
きませんが、ケア論の中で面 白い論点になるよ うに思われます。
三、今度は、「介護 され る側(先 行世代)」から見た時、その関係 は 〈後続世代への関わ
り〉 とい うことにな ります。若 かった時には、〈後続世代 との関わ り〉 といえば 「子育て」
を意 味しま したが、老年になる と 「介護 して もらう」とい う仕方で 〈後続世代 との関わ り〉
を持つ ことにな ります。ではそれ もジェネ ラティヴィティの問題 なので しょうか。「介護 さ
れ る側」にも 「関係を作 る(や りとりをす る)カ ・能力 ・資質」が求 められ るとした ら、
それ もジェネラティヴィティの一つ として考えるべ きなので しょうか。
四、ところで、 こうした 「介護 ・看取 り ・弔い」の問題 は、 しば しば家族の問題 として
理解 されてきま した。例えば、親に対する 「恩」や 「孝行」の問題。 あるいは 「家制度イ
デオ ロギー」と結びつ く仕方で、個人を家系の中に閉 じ込 める仕方で理解 されてきま した。
それ に対 して、エ リクソンの語 るジェネ レイシ ョナル ・サイ クルは、この問題 を、家(家
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制度)と 直結 させずに扱 う可能性 を示 しています。ジェネ レイシ ョナル ・サイ クル にお け
る 〈先行世代への関わ り〉は血縁関係 に限定 され ません。先輩世代 との関わ りも、師匠(先
生)と の関わ りも、伝統規範 との関わ りも、すべて内に含みなが ら、〈先行する世代 との関
わ り〉 を視野に納 めています。
五、その上で、生命進化 における 〈先行世代への関わ り〉 を考 えてみます。他の生物種
は、後続世代の養育が終わると、その多 くは寿命 を終えます(老 年期がない、あるいはご
く短 いとい うことです)。人類は例外的に、後続世代の養育を終 えた後に長い 「老年期」を
過 ごす ようにな りました。ま して平均寿命 が延び、〈先行世代のために用いる労力〉が 〈後
続世代のために用い る労力〉 を脅かす現状は、生命進化の視点か ら見れば(お そ らく)健
全 とは言い難 い状況 とい うことにな ります。 しか し他方で、長寿は喜ば しく、人生の晩年
が喜び に満 ちた社 会 を工夫 したい と思い ます 。 では共 同体 の新 陳代謝(thecyclical
renewa1)とい う視点か ら見た時、現代の状況はどう理解 され るので しょ うか。 〈後続世代
のために用いる労力〉と 〈先行世代 のために用いる労力〉の配分を どのよ うに調整す るか。
あるいは、その様 に問いを立てるとい うことそれ 自体が、既 に差別なのか。最後に残 され
た差別 と云われ る高齢者に対する差別の温床 になって しま うのか。大変困難な課題 を我が
身に引き受けることにな ります。
4世 代間倫理 とジェネ レイショナル ・サイクル
ところで、世代 と世代の関係 を問題 にす るか らには、「世代間倫理」についても少 しばか
り見てお く必要があ ります。世代 間倫理intergenerationalethicsは、将来世代の権利 を
守 ることを主要な課題 としています。とりわけ、〈現在世代〉と利害が対立する問題 につい
て 〈将来世代〉の権利 を守る課題。正確 には、両者のバ ランスを調整す ることが中心課題
とな ります。典型的には核廃棄物の問題 があり、現在世代の利便性 のために、その後始末
(廃棄物の処理)を 将来世代 に押 し付 けて しま うことに対 して、将来世代の立場か ら、そ
の権利 を守 ろ うとす る議論(そ して、それ に対する批判、あるいはそ うした議論の成立根
拠についての議論)を しています。
さて、重要なのは、世代 間倫理が 〈将来世代(後 続世代)〉との関係 に焦点を当てている
とい う点、少 なくとも、 〈先行世代(過 去世代)〉との関係 については言及が少ないとい う
点です。「先行世代か ら受け継ぎ後続世代へ と伝 えてゆ く」連鎖(サ イクル)の 視 点が弱い
よ うに見えるのです。
ところが、よく見 ると、世代間倫理の中で も、議論によって 「世代間」の意味す る位相
が微妙に異なってい るよ うです。
ひ とつは、 「現存す る世代相互の葛藤」。例 えば、年金制度のよ うに、大人世代のツケを
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子世代 に背負 わせ て しま う問題 は、現存す る世代相互の葛藤 とい うことにな ります。
それ に対 して、「現在世代 と 〈将来世代〉の葛藤」の場合は、現在は存在 しない将来の世
代が問題 にな ります。例 えば天然資源の利用において、現在世代の利潤のために、将来世
代か ら資源が奪われてゆく。そ うした長期的タイムスパ ンにおける 「サステナ ビリテ ィ」
の問題が この位相 に属す ることにな ります。
ところが、「過去世代 か ら現在世代へ、そ して将来世代へ、とい う連続性」を視野に入れ
た議論 もあ ります。例えば、先祖か ら受け継 いだ土地を子孫 にも保証 してゆくとい う議論
です。そ してその議論の中で、「最大多数 の最大幸福」とい う功利主義原則が読み換え られ、
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ
「最大期間にわたる最大多数の最大幸福」 とい うことが主張されています。つま り、現在
の世代 に視野を限った 「最大多数」ではない、最 も長い期間に渡 って最 も多 くの人が最大
幸福 を得る可能性 を追究する とい う課題 が提示 されているわけです。
さて、 こうしてみ ると、ジェネ レイ シ ョナル ・サイクルの地平は、この第三の議論 と重
な り合 うことにな ります。過去世代か ら現在世代へ、そ して将来世代へ、 とい う連鎖(動
的プ ロセス)。「最大期間にわた る最大多数の最大幸福」 とい う課題。
とりわけ、ジェネ レイ ショナル ・サイクルの地平は、将来世代(後 続世代)を 視野に入
れ るのと同 じだけ、既に死者 となった先行世代 を視野に入れます。この場合、「死者 となっ
た先行世代の権利 を守る」とい う表現が適切であるのか(「死者の権利」が可能であるのか)
微妙ですが、少な くとも、ジェネ レイシ ョナル ・サイクルの地平は、「死者 となった先行世
代へのケア」を 「後続す る将来世代へのケア」 とワンセ ッ トにす る視点 を提示 してい るこ
とにな ります。それは例 えば、 自然に対す る敬意 と死者 に対す る敬意が、共に現在世代の
人間を中心 とした視点を超 えるとい う問題 とも関連 しています。
























育てられる 育てる 介護する 介護 される
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こ うして、世代間倫理の議論 と重ね合わせ てみる時、ジェネ レイシ ョナル ・サイクルの
地平は、「死者 となった先行世代へ のケア」と 「後続する将来世代へのケア」を同時に(む
ろんその相違 は明確に しつつ)視 野にお くことを私たちに示 していたことにな ります(図
5)。
5子 育て ・教育 ・介護 ・供養 一 ジェネ レイシ ョナル ・サイクルの大きな織物の中で
最後に 「ジェネ レイシ ョナル ・サイ クル」 とい う大きな織物について、あらためて論点
を整理 し直 して、まとめに代 えることに します。
一、異世代関係 は、一方向的な働 きかけに見 えますが、実際は、常に相互的です。子 ど
もが育て られることによって成長するの と同 じだけ、大人 も子 どもを育てることによって
成長す るとい うわけです。
二、「看取る一看取 られる」とい う関係 も同 じであるのかもしれません。看取 る者は看取
ることによって成長 し(プロセスを先 に進 め)、看取 られ る者は看取 られ ることによって成
長す る(プ ロセスを先に進 める)。
三、視点を共同体(家 族、村落、・・)に移 してみると、ジェネ レイシ ョナル ・サイクル
とは、共同体の新陳代謝のことで した。新 しい メンバーが加わることによって共同体が リ
ニューアル し、任務を終えたメンバー を看取る(感 謝 し敬意 を表する)こ とによって共同
体が リニューアルす る。共同体は後継者 を必要 とす るとい うわけです。 そ してそのよ うに
見た時、 このサイクル が私的領域 を越 えた営みであることは明 らかです。確 かに家族を単
位 とす る血縁 関係 が基本的モデルにな りますが、その先 に、例えば、文化遺産 を前の世代
から受 け継ぎ次の世代に伝達 してゆく文化共同体のジェネ レイシ ョナル・サイ クルがあ り、
あるいは、民族や国家や宗教をひ とつの単位 としたジェネ レイシ ョナル ・サイクルがあ り、
さらには、人類全体をひ とつの共同体 と見た時のジェネ レイ ショナル ・サイクル(種 の持
続)が あ り、その先 に、地球生命体(生 きとし生けるものすべて)の ジェネ レイシ ョナル ・
サイクル(い のちのっなが り ・weboflife)があることにな ります。
四、この地平において、「将来世代 に対す るケア(連帯)」と 「過去世代 に対す るケア(連
帯)」とを同じ一つのサイクルの中に位置づけてみる時、そのバランスをいかに調整 し得 る
かとい う困難 な課題が切実にな ります。子育て支援(子 育て ・教育)と 、介護支援(介 護 ・
供養)を 両立 させ る困難。そ してその間に挟 まれる現役世代の葛藤。そ うしたケアに追わ
れ る現役世代が自らの人生のために時間を遣 うことができない困難。 この点が課題である
ことは、最後にもう一度、確認 します)。
五、ジェネ レイシ ョナル ・サイ クル を、すべてが同時連動 している姿 として理解す るこ
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ともできます。いわば、構造的な相互連関として、系統発生や個体発生 とい う時間軸では
なく、構造的に(共 時的に)す べての世代が連動 し合っている姿。例 えば、子世代 との関
係の歯車は、親世代 との関係の歯車 と連動 し、親世代 との関連は、その前の祖父母世代 と
親世代 との関係 と連動 しています。過 ぎ去 った出来事でもなければ、遠 い将来の出来事で
もあ りません。ジェネ レイシ ョナル ・サイ クル とい う大 きな織物の中では、すべての関わ
り合いが同時的に連動 し、今現在において噛み合っていることになるわけです。
おわ りに
ヘ ヘ ヘ へ
さて、以上のよ うに理解 した上で、あ らためて、現役世代のことを思い起 こしてみます。
私たち現役世代は、時代の変化 の中で、ジェネ レイシ ョナル ・サイクルか ら離れ、個人 を
大切 にする道 を歩 んできま した。私た ち現代人(と りわけ 「先進国」の住人)は 、その制
約か ら可能なかぎり離れ、個人を優先 して生きる道 を歩み始 めてきま した。例 えば、家制
度か ら個人を解放 し、あるいは、女性の働 く権利 を保 障す るとい う仕方で、長い闘いの中
で勝 ち取 られてきた権利、個人が自分の人生を 「自らのために」用いる権利。先祖のため
に生きるのではな く、子孫のために生 きるのでもない、自分の人生を存分 に開花 させ るた
めに生 きる権利。
そ う考えてみれ ば、私たち現役世代に とって最 も切実な問いは、〈個人の権利〉と 〈先行
世代 をケア し後続世代をケアする務め〉 との葛藤、そのバランスをいかに取ることができ
るか、とい う点であった ことにな ります。 ジェネ レイシ ョナル ・サイ クルの円環は、そ う
した問題 の所在 を示す仕方で、私たちを新たな問いに連れ出してゆ くことになるわけです。
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